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光ビームプラットフォームは、我が国独自の技術に基づき開発・運用されている放射光

施設と大型レーザー施設がネットワークを形成し、産学官の皆様による施設のご利用を

より一層推進しようとする枠組みです。平成25年度から始まった文部科学省先端研究

基盤共用・プラットフォーム形成事業にもとづいて結成されました。平成28年度から

は、新たに始まった先端研究基盤共用促進事業のプログラムの一つとして光ビームプ

ラットフォームが採択され、装いを新たに活動を開始しました。体制としては、これまで

間接的な支援の立場であったJASRI/SPring-8が実施機関として加わったことが大きな

進展です。これにより、よりダイナミックな活動が可能になりました。

このプラットフォームは単なる先端研究施設の共用利用に止まらず、研究・生産現場で

は整備することが困難な大出力のレーザーや加速器から発生する放射光の提供を通し

てシーズとニーズのマッチングを図り、それぞれ単独では為しえないイノベーションの

創造に貢献することを目指しています。また、各機関が個々の施設の特長を活かしつつ

連携することにより、高度な課題解決を図る施設連携のコーディネーション、そのため

のサービス基盤としての標準化やデータ較正（これにより異なる施設で実験した結果が

容易に比較可能となります）、次世代に向けた人材育成などを行っていく予定です。
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光ビームプラットフォームの各施設では、それぞれ独自に

共用の取組みを行っています。ここで『共用』とは施設の

門戸を広く産学官に開放し、学術利用だけでなく成果占有

（有償）でも利用できることを意味しています。その一部に

は有償利用に先立つ無償利用や廉価の料金設定を独自施

策として実施している場合もあります。また、SPring-8の

ように共用法注に基づいて成果公開の場合には無償利用

可能の施設もあります。フォトンファクトリーのような大学

共同利用機関法人の共同利用施設（学術利用は無償、有償

の産業利用も可能）もあります。

さらには、施設の運転期間やサービス面で特長のある施設

もあります。例えば放射光利用実験に立ち会うには、多くの

場合は放射線業務従事者となる必要があります。ユーザー

にとっては負担のかかる側面ですが、特定の実験手法にお 

いては、その負荷を軽減できる代行サービスを依頼するこ

とが出来る施設があります。

詳しくはプラットフォームのご相談窓口、あるいは各機関の

ご相談窓口にお問合せ下さい。
注：通称であり、正式名称は「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律」です。

・技術的な可否等の予備検討
・実験時期や費用の目論見など

・安全性、実験内容など

・利用料金の精算
・場合によって報告書の提出

      成果占有・有償利用の標準的な手順

各施設の利用窓口に相談

課題申請提出

審　査

実　験

終　了
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フォトンファクトリーは大学共同利用機関法人の共同利用施設

として、全国の大学や研究機関を中心に年間3000人を上回る

研究者に利用されています。また、企業の方にご利用いただける

共同研究や成果占有・非公開の利用制度等も用意しており、スタ

ッフによる支援体制を充実させ、PFが培ってきた放射光による

PFが培ってきた放射光による材料評価・解析技術を活用いただける施設
材料評価・解析技術を企業の研究開発にご活用していただくこ

とにも積極的に取り組んでいます。さらに有償利用に関しては

2018年度から、代行測定（一部のビームライン、実験メニューの制約有）、初回

の利用料を半額にする試行施設利用制度、解析支援等のコンサル

ティング制度等をご用意して、サービスの充実化を進めています。

物質のナノスケールの姿を観る「放射光」
放射光は加速器から発生する
電磁波で、真空紫外線、軟X線、

X線領域の優れた高輝度光源で
す。原子の大きさ程度の波長を
持つ光、物質の内部の電子と同
等のエネルギーを持つ光を使
うことによって、分子や原子と
いった極微の世界を観ること
ができます。

蛍光XAFSによる感応材料分析
蛍光XAFS測定から微量成分解析が可能です。図はガス漏れ警報器用ガスセンサの感応材料に
微量添加されたSbの価数を評価した結果です。添加量により3価から5価に変化していること
がわかり、材料設計の指針が得られました。【提供：新コスモス電機（株）】

SiC結晶の回折トポ
グラフィー
（a）（0001）に近い方位（8°
傾斜）の結晶表面から得られ
た表面反射タイプのトポグラ
フ（波長 0.15nm ,1128反射）。
シャープな線状像は転位を示しています。（b）格子状パターンを描画しエッチング後撮影したト
ポグラフ像。線像（太、細）はエッチングにより生じた格子歪を反映しています。【提供：産業技術
総合研究所】

表層状態の分析例
塩素（Cl）のXAFSを用いて腐
食生成物（さび）中の元素の
存在状態を調べました。普通
鋼では塩化物イオンが結合
したさびが形成されるのに
対して、N i添加した高耐候性
鋼では塩素を寄せ付けにくい
さびが形成されるという耐
食メカニズムが解明されまし
た。  【提供：新日鐵住金（株）】

蛍光XAFSによる抗菌釉薬表面のAgの状態分析
衛生陶器やタイルなどの水まわり陶器商品に施されている抗菌釉薬表面に微量に存在するAg
の状態をAg-KおよびAg-LⅢ蛍光XAFSより調べました。【提供：（株）LIXIL】

フォトンファクトリー（PF）の利用事例

X線吸収微細
構造分析
（XAFS）

X線
イメージング

蛍光X線分析 その他の手法

軟X線XAFS

光電子分光
粉末X線回折

X線小角散乱など

●硬X線 XAFS ● X線イメージング

●軟X線XAFS

産業利用事業で提供する主な分析方法

実験室系X-CT：放射光と合わせたマルチスケール測定も可能です。

https://www2.kek.jp/imss/pf/approach/industry/
お問合せ先：ご利用相談窓口  pfexconsult@pfiqst.kek. jp
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ナノレベルの先端・計測分析施設で新材料、新製品の開発等、企業、大学のナノテク研究を支援
あいちシンクロトロン光センターは、産業利用を重視した共同

利用施設として「知の拠点あいち」に設置されました。地域の

産学行政の支援、協力のもと、企業や大学などに広く活用して

いただくことを目的として、公益財団法人科学技術交流財団が

管理運営を行っています。

ビームライン名 光エネルギー 測定手法 利用分野

1
硬X線XAFS Ⅰ

BL5S1
5～ 22 keV

硬X線XAFS
蛍光X線

金属、無機材料中の特定元素（Ca～ U）の化学状態、
局所構造の解析

2
硬X線XAFSⅡ
BL11S2

5～ 26 keV
硬X線XAFS
多機能型

BL5S1と同様であるが、実使用環境下での測定、
大型の持ち込み装置の利用が可能　

3
軟X線XAFS・光電子分光 Ⅰ

BL6N1
1.75～6.0 keV

軟X線XAFS
光電子分光

軟X線XAFSは、S、P、Si、Al、Mg等を構成元素とする材料
の分析
超軟X線XAFSは、Li、B、O、C等を構成元素とする材料
の分析
光電子分光は、結合エネルギーやバンド構造等の化学状
態の情報、各種材料の分析、機能発現機構の解明

4
超軟X線XAFS・光電子分光 Ⅱ

BL1N2
0.15～ 2.0 keV

軟X線XAFS
超軟X線XAFS  光電子分光

5
真空紫外分光

BL7U
30～ 850 eV

超軟X線XAFS
真空紫外分光　光電子分光

6
粉末X線回析
BL5S2

5～ 23 keV 粉末X線回析 セラミックス、触媒、錯体、薬材などの結晶構造

7
薄膜X線回析
BL8S1

9.16 keV,14.37 keV,
22.7 keV

X線反射率
薄膜表面X線回析

電子デバイス用薄膜、コーティング等の厚さ、組成、電子
密度等

8
単結晶X線回析（名古屋大学）

BL2S1
6.89keV,11.07 keV,

16.53keV
単結晶X線回析

タンパク質、機能性有機分子等の単結晶の構造解析、
X線CTR散乱測定

9
広角・小角X線散乱

BL8S3
8.2 keV,13.5 keV 広角・小角X線散乱

繊維の結晶／非結晶、ゴム・樹脂、有機フィルム等の構造
解析、広角・小角X線散乱の同時測定も可能

10
X線トポグラフィ・X線CT（愛知県）

BL8S2
7～ 24 keV X線トポグラフィ

X線CT
X線トポグラフィによるSiCやGaNなどの単結晶の欠陥観
察、微細加工（LIGA）やX線CT実験も機器持ち込みで可能

共用ビームラインの概要

あいちシンクロトロン光センターは、産業利
用を主目的とする世界的にも珍しい施設です。
交通至便で通常の通勤のように測定に来るこ
とができます。小規模ながら超伝導偏向電磁
石による硬Ｘ線の発生、トップアップ運転、
ユーザ-フレンドリーなハード設計と支援体制、
柔軟な運用が利用者に評価されています。

http://www.astf-kha.jp/synchrotron/
お問合せ先：ご相談窓口  aichisr@aichisr.jp
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SRセンターは小型電子蓄積リングからの放射光を用いた様々

な実験装置を利用する機会を提供し、産業創生、技術革新につ

ながる研究促進に寄与します。

12本の多種多様な分光、顕微ビームラインによって、機能性材料の構造、電子状態を評価
SRセンターの3つの特長

　1．光源点から約3ｍの距離で光の利用が可能

　2．軟Ｘ線領域で光強度が最大

　3．赤外から硬X線まで小回りの利く利用が可能

ビームライン紹介

SRセンターで何ができるか?
ＳＲセンターは、超電導磁石を用いた電子蓄
積リング（E=0.58 GeV, I=0.3A, R=0.5 m）
を光源とした世界で最も小さい施設です。

5 eV～10 keVの幅広いエネルギーをカバー
するXAFS、PES分光ビームライン10本、
軟Ｘ線顕微鏡と赤外線顕微鏡ビームライン
の合計12本のビームラインが利用できま
す。成果公開型利用は、料金1万円/1日の料
金で最長3日を単位として、利用していただ
くことができます。

BL-2超軟X線XAFS

光エネルギー40～900 eVの領域をカバーす
る回折格子分光ビームラインであり、主として

XAFS分光を行う。蛍光X線収量、全電子収量、部
分電子収量法による測定が同時にでき、試料の
深さ方向の情報が容易に得られる。BL-10と小
型トランスファーベッセルを共通化している。

BL-10軟X線XAFS

光エネルギー1000～4000 eVの領域をカバー
する二結晶分光ビームラインであり、主として

XAFS分光を行う。検出法は蛍光X線収量、全電
子収量法の2モードである。He1気圧下でも測定
可能で、固体、液体の測定ができる。BL-2と小型
トランスファーベッセルを共通化している。

BL-12軟X線顕微鏡

水の窓領域を含む50～800 eVのエネルギー領
域で、2種類のゾーンプレートを用いた透過型顕
微鏡である。大気中に試料を設置し、空間分解
能70nmで特定元素のイメージングが得られる。

CT法を取り入れて、3Dイメージングも可能にな
った。

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/src/
お問合せ先：ご相談窓口  sr1@st.ritsumei.ac.jp
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ニュースバル放射光施設は、軟X線領域放射光を用いた教育・研

究および産業応用を目的に、大型放射光施設（SPring-8）サイト

内に建設されました。1GeV線形加速器から電子の入射を受ける

周長約120mの電子蓄積リングと放射光ビームラインから構成

される施設で、9本のビームラインが稼働しており、兵庫県立大学

軟X線領域放射光を用いた教育・研究および産業応用を目的とする施設
高度産業科学技術研究所が運営しています。現在、産業用分析

ビームラインBL05を中心にして、以下に示すように材料分析、半

導体微細加工、LIGAプロセスなどの研究開発を展開しています。
なお、ニュースバルは2020年8月から2021年5月連休の間、入射器の建設工事の
ため運転を休止します。この休止期間中に材料分析のBL05の大幅改修・メンテナ
ンスを併せて行い、性能強化に努めます。運転再開後には生まれ変わったビーム
ラインとしてユーザーの皆様に材料分析の実験環境を提供致します。

EUVL-極端紫外線リソグラフィー
EUVリソグラフィー研究開発センターではBL03、

BL09、BL10で光学系、マスク、レジスト等の基盤
技術の研究開発を産業支援を中心に進めていま
す。レジストでは感度、アウトガス、5nm node用
パタン形成の評価、構造・反応解析等を進めてい
ます。また、マスクでは多層膜の反射率測定およ
び欠陥検査技術開発等を進めています。さらに、

1.5nm node以降の微細加工技術の基礎研究も
開始しています。

ナノマイクロ加工MEMSおよび
ナノバイオ応用研究
BL02、BL11では、L IGAプロセスを用いて
ナノマイクロシステムの研究開発を行い、数多く
の産学連携大型プロジェクトの実績があります。
現在の機械加工では到達できていないμmレベ
ル以下の高精度3次元微細加工が、A4サイズに
わたって可能な唯一の設備です。医療、バイオ、
機械、エネルギー分野等の先端部材開発が精力
的に進められています。

材料分析
BL05、06、07では高輝度の放射光を利用して材料分析を実施してい
ます。このうち、軟X線分光分析ビームラインBL05は、50～4000eV
という世界屈指の幅広い利用可能エネルギー領域を持ち、XAFS（X線
吸収微細構造）測定とXPS（X線光電子分光）測定が可能で、産業界で
必要なほとんどの元素が測定対象となっています。このBL05はユー
ザーのコンソーシアムである合同会社シンクロトロンアナリシスLLC
（SALLC）が維持管理を行って
おり、測定代行・測定支援など、
使い易い利用環境を整備し
ています。BL07Bでは、マイク
ロビームを用いた光電子分光
が可能です。

ビームライン BL05A BL05B

エネルギー範囲 950～ 4000 eV 50～ 1300 eV

分光器 数値制御方式
二結晶分光器

平面型不等間隔
刻線回折格子

測定手法 XAFS XAFS　XPS

測定対象 固体（塊状、薄膜、粉末）
液体（He雰囲気大気圧下）

固体
（塊状、薄膜、粉末）

ニュースバルの利用分野

S i化合物のSi K吸収端XAFS

http://www.lasti.u-hyogo.ac.jp/NS/
お問合せ先：兵庫県立大学高度産業科学技術研究所  cast-clerk@lasti.u-hyogo.ac.jp
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九州シンクロトロン光研究センターは、放射光を用いた分析、

照射、加工等の手段を提供し、地域及びグローバルな課題を解

決するためにエネルギー、環境、電子デバイス、農水産、バイオ等

の広い分野におけるイノベーション創出に貢献します。

●7本の県有ビームラインを産学官の共用に供します。

放射光を用いた分析、照射、加工等の手段を提供

施設の概要
■ 光源加速器
255MeV 電子リニアック（入射器） 
1.4 GeV-300mA 電子蓄積リング
■ ビームライン
県有ビームライン7本（産学官共用）
（図中の緑のラインで表示）
他機関ビームライン4本（佐賀大、九州大、住友電工）
■ ご利用について
● 成果公開、成果専有の両タイプ有。
● トライアル利用（無料・初回のみ）制度有。
● 利用相談を受け付けています。

HP上の利用相談票にご記入の上メールにてお送り
ください。

代表的な県有ビームライン（BL07、BL10、BL11）の概要

（BL07、BL09、BL10、BL11、BL12、BL15、BL18）

BL07 （単色イメージング装置） BL10 （ARPES装置） BL11 （XAFS装置）

BL07 （バイオ・イメージングビームライン） BL10 （ナノサイエンスビームライン） BL11 （局所構造ビームライン）

光エネルギー 5～35 keV（超伝導ウイグラー） 40～900 eV（偏光可変アンジュレータ） 2.1 ～ 23 keV（偏向電磁石）

実験装置

●単色・準単色イメージング測定装置
●タンパク質結晶X線回折計
●X線広角散乱測定装置
●大型多軸回折計
●XAFS測定装置
●蛍光X線分析装置

●ARPES（＊）装置（固体・薄膜）
　（＊角度分解光電子分光）
●PEEM( # )装置（固体・薄膜）
 　（# 光電子顕微鏡）

●XAFS測定装置
●X線小角散乱測定装置

http://www.saga-ls.jp
お問合せ先：利用企画課  riyou@saga-ls.jp

光源加速器とビームラインの配置



BL14B2 Ｘ線イメージング
屈折コントラストにより、X線吸収が小さい試料
も観察可能です。高エネルギー X線を用いて金
属などX線吸収が大きな試料の内部構造も観察
できます。右下図は粒塊型応力腐食割れが発生
したステンレス鋼のCTイメージです。
平成19年度 SPring-8 重点産業利用課題成果報告書（2007B） 
http://support.spring8.or.jp/Report_JSR/Jsr_19B.html

BL19B2 （極）小角散乱
カメラ長42mの極小角散乱装置と2mの小角散
乱装置を組み合わせて0.003～3nm-1の波数域
の測定が可能です。金属材料中の析出物の粒径
分布、ナノコンポジット材料中のフィラーの分散
状態、界面活性剤の自己組織化構造の評価が行
われています。

BL19B2 粉末Ｘ線回折
短時間で高分解能な粉末X線回折データが得ら
れます。30試料の自動連続測定や温度変化の
自動測定に対応しています。右下図は5分間の露
光（31 keV）で得られたCeO2の測定結果です。
通常のX線源（CuKα）では測定できない高波数
域でもシャープな回折ピークが得られます。

BL14B2 XAFS
CaからWまでのK端、SbからLuまでのL端にお
けるXAFS測定が可能です。透過及び蛍光（45°
配置）法では、試料交換とXAFS測定を自動で連
続して行えます。多様な試料環境（低温、高温、ガ
ス雰囲気）の実験に対応するための試料容器（右
下図）やガス設備も備えています。

8

大型放射光施設「SPring-8」は、国内外に広く開かれた最先端の

共用研究基盤として、兵庫県の播磨科学公園都市に建設され、

未踏の科学技術領域の開拓に寄与し、ナノテクノロジー・材料、

ライフサイエンス、環境、情報通信等の広範な研究分野に飛躍的

な発展をもたらし、学術研究から産業利用まで幅広い研究開発

産業利用ビームラインBL19B2、BL14B2、BL46XUを中心にご利用いただいています
を支えています。特に、産業利用に関しては、産業利用ビームラ

イン BL19B2、BL14B2、BL46XUを中心に、多数の企業の方

にご利用頂いており、JASRIスタッフが利用者に代わり測定を

行う測定代行も随時募集しております。利用に関するご相談は

support @spring8.or. jpにご連絡ください。

BL46XU 硬Ｘ線光電子分光
硬X線励起により、通常のESCAでは測定でき
ない試料深部の化学状態の非破壊観察が可
能です。上のデータは、8 keV励起で測定した

Au,N i薄膜に埋もれたSi基板からの光電子スペ
クトルです。この特徴を利用して、界面での band 
bendingの評価等が行われています。

BL46XU &19B2 多軸回折装置
豊富な軸自由度（試料方位4軸、位置3軸、検出器
方位2軸）と優れた耐荷重性（8kg）を有する多軸
回折装置がBL19B2とBL46XUに設置され、有
機薄膜の蒸着過程その場観察（右下の図）、金属
材料深部の残留応力測定、液中試料の反射率測
定など、多様な実験に対応できます。

http://www.spring8.or.jp/ja/
お問合せ先：産業利用推進室  support@spring8.or.jp
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赤外自由電子レーザー研究センター（略称：FEL-TUS）は、科学

研究費学術創成研究による研究プロジェクト（赤外自由電子レ

ーザーの高性能化とそれを用いた光科学）拠点として、1999年

東京理科大学野田キャンパスに設置されました。FEL-TUSは

発振波長を中赤外に限定し、中赤外パルスレーザー光源とし

中赤外波長域に発振波長を持つ自由電子レーザーを所有する光利用研究施設
ての特徴を活かした光利用研究を最重点課題として推進する

数少ないレーザー施設の一つです。高い光子密度、特異なパルス

構造、完全な偏光性等一般の赤外光源にはない特異性を最大

限活用し、分子科学、材料科学、生命科学等広範な学問領域に

おける基礎・応用研究を推進します。

FEL-TUSについて
東京理科大学・赤外自由電子レーザー研究センター
には、電子線形加速器と光共振器を組み合わせ、5～

14μmで発振可能な中赤外自由電子レーザー（MIR-
FEL）装置が設置され、光実験可能な４つの実験スペー
ス（実験室1～3、レーザー光分配室）があります。FEL
の調整や光供給は専門のオペレーターが制御室から
行い、また実験スペースは放射線管理区域外にあるた
め、実験者は放射線作業従事者である必要がない等、
利用者の利便性を考慮した研究施設です。
また利用者は常駐研究員や本学の専任教員から技術
的・学術的な助言を受けることができる等、光利用実
験の計画立案、実施から解析にいたるまで本研究セン
ターが全面的に支援します。なお本研究センターは放
射光施設とは根本的に異なり、レーザー発振時に実験
を行うことのできるグループは一つに限定されます。

赤外自由電子レーザー（MIR-FEL）の特徴と応用範囲
M IR-FELの特性として、（ i） 中赤外領域における波長可変性、（ i i）パ
ルス発振に基づく高出力・高輝度が挙げられます。ほとんどすべての
物質は中赤外領域に振動吸収帯をもつため、分子、分子集合体、生体
関連分子等ほぼあらゆる物質が照射対象となりますが、FEL-TUSが
特にそのポテンシャルを発揮することが期待される研究分野をまと
めたものが左図です。
①　1パルスあたりの光子密度が非常に高いため、分子は一度に多
数の光子を吸収（赤外多光子吸収）し、その結果化学結合の切断
が起こるため、新規な化学反応を開発することができます。最近
のトピックスとして、アルツハイマー病等の原因物質であるアミ
ロイド線維の赤外多光子分解効果が見出されており、医療分野
への応用が期待されています。

②　中赤外領域における励起スペクトルを測定および量子化学計算
を駆使することにより、複雑な分子や分子集合体の構造を精密
に決定することができます。生体関連分子 (ペプチド、糖等 )にお
ける分子構造と機能との関係を探索することができます。

③  他のパルスレーザーとの組み合わせにより、pump-and-probe
計測を行うことができ、様々な化学・物理現象が時間とともに変
化していく様子を観察することができます。

https://www.rs.noda.tus.ac.jp/fel-tus/
お問合せ先：ご相談窓口  fel-tus@rs.noda.tus.ac.jp
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大阪大学レーザー科学研究所は、大阪大学吹田キャンパス内に

位置する高強度レーザー施設です。当研究所では、世界最大級の

パルスエネルギーを出力する激光XII号レーザーシステムや、真

空紫外から中赤外域までの幅広い周波数領域に対応した小型

レーザー装置群（光学材料データベースシステム）をご利用頂

世界有数の高強度レーザー群と分析・計測技術をあわせた先端研究施設
けます。最新鋭の分析・計測技術と合わせて、超高圧・超高速現象

や新機能材料の研究など、幅広い企業ニーズに対応し、光科学

を基盤とした新産業創成に貢献します。また、高強度レーザー

とシンクロトロン放射光との融合による新しい光科学分野の

開拓を積極的に推進します。

激光XII号レーザーシステム
10kJ以上のレーザー出力を有し、
星の内部圧力に匹敵する5テラパ
スカル（5千万気圧）におよぶ超高
圧力の発生や、超高強度パルス電
磁場の発生などが行えます。レー
ザー照射により放射される各種放
射線（γ線、X線、中性子、陽子、電
子）を観測する最新鋭かつ高精度
の計測器と解析技術を有していま
す。主な応用例としては、「超高圧
力を用いた新物質探査や粒子加
速」、「点光源による高速中性子や

X線、γ線の発生を利用した放射
線損傷試験」、「レーザーと完全に
同期した高輝度放射線と、ラジオ
グラフィ、X線回折、可視光干渉計
測等を併用した超高速現象の解
析」などが挙げられます。

光学材料データベースシステム
（光学材料DBS）
真空紫外から中赤外域、フェムト秒からマイクロ秒、
シングルショットから高繰り返しまで様々なレーザ
ー光源や強力な白色ランプが利用可能です。計測
面でも、当研究所オリジナルの真空紫外ストリー
クカメラを始め、イメージング測定系や低温クライ
オスタットも備えています。主な応用例としては、
「レーザー材料、非線形光学材料、シンチレーター
材料などの新機能材料の開発・特性評価」などが
挙げられます。

http://www.ile.osaka-u.ac.jp/
お問合せ先：ご相談窓口  lam-sec@ile.osaka-u.ac.jp



 光ビームプラットフォーム 　検索エンジンで「光ビーム」を検索

 https://photonbeam. jp/ 光ビーム

お問い合わせ先　E-mail : contact @ photonbeam. jp
2020.8.31

文部科学省
ナノテクノロジープラットフォーム

（Nanotech Japan）
https://www.nanonet.go.jp/

T I A 

https://www.t ia-nano.jp/

●最新ニュース・イベント情報
●沿革・連携体制・活動状況・広報
●各施設の紹介と運転日程
●お役立ちリンク・放射光利用・分析技術・

　レーザー利用
●施設の活用事例（主として産業利用）
● BL・文献の検索

　 などの様々なメニューがあります。


